
第３回千葉県内水面漁場管理委員会 会議次第 

 

期日：令和７年６月２５日（水） 

午後１時３０分から 

場所：プラザ菜の花３階「菜の花」 

 

１ 開  会    

 

２ あいさつ 

 

 ３ 議事録署名人の選出 

 

４ 議  題 

（１）内 水面 に おける 水産動 植物の 採捕の 許可の 有効期 間   

について（諮問） 

（２）内 水 面 に お け る 水 産 動 植 物 の 採 捕 の 許 可 方 針    

について（協議） 

（３）千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 所 管 す る 事 務 に 係 る   

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規程の

一部改正について 

（４）令 和 ７ 年 度 全 国 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 連 合 会 東 日 本   

ブロック協議会について 

（５）その他 

 

５ そ の 他 

 

６ 事務局連絡事項 

 

７ 閉  会 





第１号議案 

 

 

内水面における水産動植物の採捕の許可の有効期間    

について（諮問） 

 

 このことについて、令和７年６月１０日付け漁資第２３２号で知事から

別添のとおり諮問がありましたので審議されたい。 

 

 

令和７年６月２５日 

会長 立岡 大助 
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漁 資 第 ２ ３ ２ 号  

 

 

千葉県内水面漁場管理委員会 様  

 

内水面における水産動植物の採捕の許可の有効期間に 

ついて（諮問） 

 

 令和７年７月３１日をもって採捕の許可の有効期間が満了する下記の採捕

の許可につき、採捕の許可の有効期間を下記のとおり定めたいので、千葉県

漁業調整規則第３３条第５項ただし書の規定により諮問します。 

令和７年６月１０日 

 

千葉県知事 熊 谷 俊 人       

（公 印 省 略）      

記 

１ 採捕の種類 

 （１）刺し網（利根川以外における重ね式刺し網を除く。） 

（２）地びき網 

（３）四手網（方二メートル以上のものに限る。） 

（４）張網 

（５）ふくろ網（掛ぶくろ網、地ごく網、かし木張網、落し網、長ぶくろ

網、張切網及びこれらに類するものを含む。） 

（６）建干網（干し揚げ） 

（７）かぶせ網（おおげ網及びこれらに類するものを含む。） 

（８）投網 

（９）すくい網（船を使用するものに限る。） 

（１０）柴漬 
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（１１）おだ 

（１２）せん（うけを含む。） 

（１３）はえ縄 

（１４）うなぎ鎌 

 

２ 許可の有効期間  

許可の日から令和１０年７月３１日まで 
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第２号議案 

 

 

内水面における水産動植物の採捕の許可方針について（協議） 

 

 このことについて、令和７年６月１０日付け漁資第２３２号で知事から

別添のとおり協議がありましたので審議されたい。 

 

 

令和７年６月２５日 

会長 立岡 大助 
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漁 資 第 ２ ３ ２ 号  

令和７年６月１０日  

 

 千葉県内水面漁場管理委員会 

  会長  立 岡 大 助 様 

 

千葉県知事  熊 谷 俊 人      

  （公 印 省 略）     

 

内水面における水産動植物の採捕の許可方針について（協議） 

 

 令和７年８月１日以降における下記の採捕の許可方針については、別添方針案により     

取り扱いたいので協議します。 

記 

１ 採捕の種類 

（１）内水面水産動植物採捕許可方針 

（２）うなぎ鎌による採捕許可方針 

（３）地びき網による採捕許可方針 

（４）刺し網、柴漬、おだ、せん及びはえ縄による採捕許可方針 

（５）張網、ふくろ網及び建干網による採捕許可方針 
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内水面水産動植物採捕許可方針（案） 

 

令和２年１１月２６日制定 

（ 趣 旨 ） 

第１条 千葉県内水面における水産動植物の採捕の許可（次条に掲げる漁具又は漁法に

限る。以下「採捕の許可」という。）に関する取扱いについては、千葉県漁業調整規則

（以下「規則」という。）の規定によるほか、この方針の定めるところによる。  

 

（漁具又は漁法） 

第２条 この方針に係る漁具又は漁法については、次のとおりとする。  

（１）四手網（方二メートル以上のものに限る。）  

（２）かぶせ網（おおげ網及びこれらに類するものを含む。）  

（３）投網 

（４）すくい網（船を使用するものに限る。）  

 

（ 許 可 の 基 準 ） 

第３条 採捕の許可の基準は、次のとおりとする。  

（１）採捕の許可の対象となる採捕行為は次のとおりとする。  

  ア 漁業権の設定されていない区域で採捕する場合  

  イ 漁業権の設定されている区域において、漁業権の内容となっていない魚種につ

いて採捕する場合 

（２）採捕の許可をすることができる者及び採捕に従事する者は、千葉県内に主たる住

所地を有している者とする。ただし、許可を受けた者が法人の場合、その採捕に従

事する者は、この限りでない。 

（３）第５種共同漁業権設定区域において（１）のイの採捕をする場合には、当該漁業

権者の同意を得た者でなければ、採捕の許可をすることができない。  

 

（採捕する区域） 

第４条 採捕する区域は、前条（１）に規定する対象区域のうち、一河川湖沼（支派川

を含む。ただし、利根川については、本流及び一支派川ごととする。）ごととする。た

だし、この区域に包含される狭小区域の申請の場合は、この限りでない。  

 

（採捕する期間） 

第５条 採捕する期間は、周年とする。ただし、これよりも短期間の申請の場合は、こ

の限りでない。 

 

（許可の有効期間） 

第６条 採捕の許可の有効期間は、規則第３３条第５項の規定により３年とする。ただ

し、当該採捕の許可の有効期間が同一の期日に満了するよう定めるものとする。 

 

（ 許 可 の 申 請 ） 

第７条 採捕の許可を受けようとする者は、規則第３３条第３項の規定による申請書に

次の書類を添え知事に提出しなければならない。  

（１）印鑑証明書 

（２）漁具の構造及び大きさを表す図面 

（３）漁業協同組合員の場合は、所属漁業協同組合代表理事組合長の副申書  

（４）用船の場合は、用船契約書又は船舶使用承諾書及び船舶所有者の印鑑証明書  

（５）法人の場合は、定款及び登記簿謄本 

（６）第５種共同漁業権設定区域の場合は、当該漁業権者の同意書  
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（７）適格性に関する申立書 

（８）第１０条で定める場合は、旧許可証又はその写し及び返納届  

（９）その他知事が必要と認める書類 

２ 採捕の許可を受けようとする者が複数の申請書をまとめて提出する場合は、前項

（１）の書類はまとめた申請書に１通をもって足りるものとする。  

３ 漁業協同組合が、水産事務所及び漁業資源課が管轄する区域ごとに、その区域内に

主たる住所地を有している組合員の申請書を取りまとめて提出する場合は、第１項

（２）、（３）及び（６）の書類は当該取りまとめた申請書ごとにそれぞれ１通をもっ

て足りるものとする。 

 

（ 条 件 ） 

第８条 採捕の許可に付する条件は、採捕の種類、採捕する区域及び期間のほか、次の

とおりとする。 

（１）第５種共同漁業権設定区域内において採捕を行う者は、当該漁業権に基づき採捕

する者へ万全の注意を払い、その操業を妨げてはならない。  

（２）漁業調整上等の必要により、知事が指示した場合には直ちに採捕を中止し、知事

の指示に従わなければならない。 

（３）採捕終了後１月以内に採捕の結果を知事に報告しなければならない。  

 

（採捕結果報告書） 

第９条 前条（３）の採捕の結果の報告は別記様式によるものとする。  

 

（採捕の種類、採捕する区域及び期間の変更） 

第１０条 採捕の許可を受けた者が、採捕の種類、採捕する区域及び期間を変更しよう

とするときは、許可証を返納するとともに、再度許可を受けなければならない。  

 

（試験研究等の適用除外） 

第１１条 この方針は、規則第４８条の規定による試験研究等の許可（特別採捕許可）

に関する取扱いについては適用しない。 

 

 附  則 

１ この方針は、令和２年１２月１日から施行する。 

２ 内水面水産動植物採捕許可方針（昭和５２年７月８日施行。以下「旧方針」という。）

は、令和２年１１月３０日限りで廃止する。ただし、旧方針第６条の規定は、その有

効期間の満了の日までの間は、なおその効力を有する。  

３ 令和４年７月１日一部改正 

４ 令和７年●月●日一部改正 
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（別記様式） 

 

 ○○○○による採捕結果報告書（  年  月～  年  月） 

令和  年  月  日 

 

千葉県知事        様 

 

住  所 

氏  名               

               許可番号 第     号 

 

月 採捕日数（日） 採捕量（㎏） 主たる採捕物の種類 

 ８月    

 ９月    

１０月    

１１月    

１２月    

 １月    

 ２月    

 ３月    

 ４月    

 ５月    

 ６月    

 ７月    

合計    

 

（備考） 

この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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内
水
面
水
産
動
植
物
採
捕
許
可
方
針
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
後
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
前

 

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
規
則
第
３
３
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
３
年
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
が
同
一
の
期
日
に
満
了
す
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
条

件
）

 

第
８
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
２
）
 
（
略
）

 

（
３
）
採
捕
終
了
後
１
月
以
内
に
採
捕
の
結
果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
前
条
（
３
）
の
採
捕
の
結
果
の
報
告
は
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

 

  （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
規
則
第
４
８
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
研
究
等
の
許
可
（
特
別
採
捕
許
可
）

に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

 

  

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
令
和
７
年
７
月
３
１
日
ま
で
と
す
る
。

 

  （
条

件
）

 

第
８
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
２
）
 
（
略
）

 

（
新
設
）

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
中
の
採
捕
結
果
を
別
記
様
式
に
よ
り
、

許
可
の
有
効
期
間
終
了
後
１
箇
月
以
内
に
、
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
試
験
研
究
又
は
教
育
実
習
の
た
め
の
採
捕
許
可
に
関
す
る
取
扱
い
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
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うなぎ鎌による採捕許可方針（案） 

 
令和２年１１月２６日制定 

（ 趣 旨 ） 

第１条 千葉県内水面におけるうなぎ鎌による採捕の許可（以下「採捕の許可」という。）

に関する取扱いについては、千葉県漁業調整規則（以下「規則」という。）の規定によ

るほか、この方針の定めるところによる。 

 

（ 許 可 の 基 準 ） 

第２条 採捕の許可の基準は、次のとおりとする。  

（１）採捕の許可の対象となる区域（以下「対象区域」という。）は、うなぎ漁業を内容

とする第５種共同漁業権設定区域を除いた河川湖沼の区域とする。  

（２）採捕の許可をすることができる者及び採捕に従事する者は、千葉県内に主たる住

所地を有している者とする。ただし、許可を受けた者が法人の場合、その採捕に従

事する者は、この限りでない。 

 

（ 採 捕 の 種 類 ） 

第３条 採捕の種類は、うなぎとする。 

 

（採捕する区域） 

第４条 採捕する区域は、第２条（１）に規定する対象区域のうち、一河川湖沼（支派

川を含む。ただし、利根川については、本流及び一支派川ごととする。）ごととする。 

ただし、この区域に包含される狭小区域の申請の場合は、この限りでない。  

 

（採捕する期間） 

第５条 採捕する期間は、周年とする。ただし、これよりも短期間の申請の場合は、こ

の限りでない。 

 

（許可の有効期間） 

第６条 採捕の許可の有効期間は、規則第３３条第５項の規定により３年とする。ただ

し、当該採捕の許可の有効期間が同一の期日に満了するよう定めるものとする。 

 

（ 許 可 の 申 請 ） 

第７条 採捕の許可を受けようとする者は、規則第３３条第３項の規定による申請書に

次の書類を添え知事に提出しなければならない。  

（１）印鑑証明書 

（２）漁具の構造及び大きさを表す図面 

（３）漁業協同組合員の場合は、所属漁業協同組合代表理事組合長の副申書  

（４）用船の場合は、用船契約書又は船舶使用承諾書及び船舶所有者の印鑑証明書  

（５）法人の場合は、定款及び登記簿謄本 

（６）適格性に関する申立書 

（７）第１０条で定める場合は、旧許可証又はその写し及び返納届  

（８）その他知事が必要と認める書類 

２ 採捕の許可を受けようとする者が複数の申請書をまとめて提出する場合は、前項

（１）の書類はまとめた申請書に１通をもって足りるものとする。  

３ 漁業協同組合が、水産事務所及び漁業資源課が管轄する区域ごとに、その区域内に

主たる住所地を有している組合員の申請書を取りまとめて提出する場合は、第１項

（２）及び（３）の書類は当該取りまとめた申請書ごとにそれぞれ１通をもって足り

るものとする。 
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（ 条 件 ） 

第８条 採捕の許可に付する条件は、採捕の種類、採捕する区域及び期間のほか、次の

条件を付けるものとする。 

採捕終了後１月以内に採捕の結果を知事に報告しなければならない。  

 

（採捕結果報告書） 

第９条 前条の採捕の結果の報告は別記様式によるものとする。  

 

（採捕する区域及び期間の変更） 

第１０条 採捕の許可を受けた者が、採捕する区域及び期間を変更しようとするときは、

許可証を返納するとともに、再度許可を受けなければならない。  

 

（試験研究等の適用除外） 

第１１条 この方針は、規則第４８条の規定による試験研究等の許可（特別採捕許可）

に関する取扱いについては適用しない。 

 

 附  則 

１ この方針は、令和２年１２月１日から施行する。  

２ うなぎ鎌による採捕許可方針（昭和５２年７月８日施行。以下「旧方針」という。）

は、令和２年１１月３０日限りで廃止する。ただし、旧方針第６条の規定は、その有

効期間の満了の日までの間は、なおその効力を有する。  

３ 令和４年７月１日一部改正 

４ 令和７年●月●日一部改正 
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（別記様式） 

うなぎ鎌による採捕結果報告書（  年  月～  年  月） 

令和  年  月  日 

 

千葉県知事        様 

 

住  所 

氏  名               

               許可番号 第     号 

 

月 採捕日数（日） 採捕量（㎏） 主たる採捕物の種類 

 ８月    

 ９月    

１０月    

１１月    

１２月    

 １月    

 ２月    

 ３月    

 ４月    

 ５月    

 ６月    

 ７月    

合計    

 

（備考） 

この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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う
な
ぎ
鎌
に
よ
る
採
捕
許
可
方
針
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
後
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
前

 

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
規
則
第
３
３
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
３
年
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
が
同
一
の
期
日
に
満
了
す
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
条

件
）

 

第
８
条
 
採
捕
の
許
可
に
付
す
る
条
件
は
、
採
捕
の
種
類
、
採
捕
す
る
区
域
及
び
期
間
の
ほ
か
、
次

の
条
件
を
付
け
る
も
の
と
す
る
。

 

採
捕
終
了
後
１
月
以
内
に
採
捕
の
結
果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
前
条
の
採
捕
の
結
果
の
報
告
は
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

 

  （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
規
則
第
４
８
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
研
究
等
の
許
可
（
特
別
採
捕
許
可
）

に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

 

  

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
令
和
７
年
７
月
３
１
日
ま
で
と
す
る
。

 

  （
条

件
）

 

第
８
条
 
採
捕
の
許
可
に
付
す
る
条
件
は
、
採
捕
の
種
類
、
採
捕
す
る
区
域
及
び
期
間
と
す
る
。

 

 （
新
設
）

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
中
の
採
捕
結
果
を
別
記
様
式
に
よ
り
、

許
可
の
有
効
期
間
終
了
後
１
箇
月
以
内
に
、
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
試
験
研
究
又
は
教
育
実
習
の
た
め
の
採
捕
許
可
に
関
す
る
取
扱
い
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
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地びき網による採捕許可方針（案） 

 

令和２年１１月２６日制定 

（ 趣 旨 ） 

第１条 千葉県内水面における地びき網による採捕の許可（以下「採捕の許可」という。）

に関する取扱いについては、千葉県漁業調整規則（以下「規則」という。）の規定によ

るほか、この方針の定めるところによる。 

 

（ 許 可 の 基 準 ） 

第２条 採捕の許可の基準は、次のとおりとする。  

（１）採捕の許可の対象となる採捕行為は次のとおりとする。  

  ア 漁業権の設定されていない区域で採捕する場合  

  イ 漁業権の設定されている区域において、漁業権の内容となっていない魚種につ

いて採捕する場合 

（２）採捕の許可をすることができる者及び採捕に従事する者は、（１）に規定する対象

区域に接する市町村に主たる住所地を有している者とする。ただし、許可を受けた

者が法人の場合、その採捕に従事する者は、この限りでない。  

（３）共同漁業権設定区域において（１）のイの採捕をする場合には、当該漁業権者の

同意を得た者でなければ、採捕の許可をすることができない。  

 

（採捕する区域） 

第３条 採捕する区域は、前条（１）に規定する対象区域のうち、採捕の許可申請者の

主たる住所地の属する市町村に接している区域とする。  

  ただし、この区域に包含される狭小区域の申請の場合は、この限りでない。  

 

（採捕する期間） 

第４条 採捕する期間は、周年とする。ただし、これよりも短期間の申請の場合は、こ

の限りでない。 

 

（許可の有効期間） 

第５条 採捕の許可の有効期間は、規則第３３条第５項の規定により３年とする。ただ

し、当該採捕の許可の有効期間が同一の期日に満了するよう定めるものとする。 

 

（ 許 可 の 申 請 ） 

第６条 採捕の許可を受けようとする者は、規則第３３条第３項の規定による申請書に

次の書類を添え知事に提出しなければならない。  

（１）印鑑証明書 

（２）漁具の構造及び大きさを表す図面 

（３）漁業協同組合員の場合は、所属漁業協同組合代表理事組合長の副申書  

（４）用船の場合は、用船契約書又は船舶使用承諾書及び船舶所有者の印鑑証明書  

（５）法人の場合は、定款及び登記簿謄本 

（６）共同漁業権設定区域の場合は、当該漁業権者の同意書  

（７）適格性に関する申立書 

（８）第９条で定める場合は、旧許可証又はその写し及び返納届  

（９）その他知事が必要と認める書類 

２ 漁業協同組合が、水産事務所及び漁業資源課が管轄する区域ごとに、その区域内に

主たる住所地を有している組合員の申請書を取りまとめて提出する場合は、第１項

（２）、（３）及び（６）の書類は当該取りまとめた申請書ごとにそれぞれ１通をもっ

て足りるものとする。 
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（ 条 件 ） 

第７条 採捕の許可に付する条件は、採捕の種類、採捕する区域及び期間のほか、次の

とおりとする。 

（１）日没から日の出までは採捕してはならない。  

（２）第５種共同漁業権設定区域内において採捕を行う者は、当該漁業権に基づき採捕

する者へ万全の注意を払い、その操業を妨げてはならない。  

（３）漁業調整上等の必要により、知事が指示した場合には直ちに採捕を中止し、知事

の指示に従わなければならない。 

（４）採捕終了後１月以内に採捕の結果を知事に報告しなければならない。  

 

（採捕結果報告書） 

第８条 前条（４）の採捕の結果の報告は別記様式によるものとする。  

 

（採捕の種類、採捕する区域及び期間の変更） 

第９条 採捕の許可を受けた者が、採捕の種類、採捕する区域及び期間を変更しようと

するときは、許可証を返納するとともに、再度許可を受けなければならない。  

 

（試験研究等の適用除外） 

第１０条 この方針は、規則第４８条の規定による試験研究等の許可（特別採捕許可）

に関する取扱いについては適用しない。 

 

 附  則 

１ この方針は、令和２年１２月１日から施行する。  

２ 地びき網による採捕許可方針（昭和５１年１２月２５日施行。以下「旧方針」とい

う。）は、令和２年１１月３０日限りで廃止する。ただし、旧方針第５条の規定は、そ

の有効期間の満了の日までの間は、なおその効力を有する。  

３ 令和４年７月１日一部改正 

４ 令和７年●月●日一部改正 
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（別記様式） 

地びき網による採捕結果報告書（  年  月～  年  月） 

令和  年  月  日 

 

千葉県知事        様 

 

住  所 

氏  名               

               許可番号 第     号 

 

月 採捕日数（日） 採捕量（㎏） 主たる採捕物の種類 

 ８月    

 ９月    

１０月    

１１月    

１２月    

 １月    

 ２月    

 ３月    

 ４月    

 ５月    

 ６月    

 ７月    

合計    

 

（備考） 

この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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地
び
き
網
に
よ
る
採
捕
許
可
方
針
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
後
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
前

 

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
５
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
規
則
第
３
３
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
３
年
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
が
同
一
の
期
日
に
満
了
す
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
条

件
）

 

第
７
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
３
）
 
（
略
）

 

（
４
）
採
捕
終
了
後
１
月
以
内
に
採
捕
の
結
果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
８
条
 
前
条
（
４
）
の
採
捕
の
結
果
の
報
告
は
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

 

  （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
０
条
 
こ
の
方
針
は
、
規
則
第
４
８
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
研
究
等
の
許
可
（
特
別
採
捕
許
可
）

に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

 

  

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
５
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
令
和
７
年
７
月
３
１
日
ま
で
と
す
る
。

 

  （
条

件
）

 

第
７
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
３
）
 
（
略
）

 

（
新
設
）

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
８
条
 
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
中
の
採
捕
結
果
を
別
記
様
式
に
よ
り
、

許
可
の
有
効
期
間
終
了
後
１
箇
月
以
内
に
、
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
０
条
 
こ
の
方
針
は
、
試
験
研
究
又
は
教
育
実
習
の
た
め
の
採
捕
許
可
に
関
す
る
取
扱
い
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
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刺し網、柴漬、おだ、せん及びはえ縄による採捕許可方針（案） 

 

令和２年１１月２６日制定 

（ 趣 旨 ） 

第１条 千葉県内水面における水産動植物の採捕の許可（次条に掲げる漁具又は漁法に

限る。以下「採捕の許可」という。）に関する取扱いについては、千葉県漁業調整規則

（以下「規則」という。）の規定によるほか、この方針の定めるところによる。  

 

（漁具又は漁法） 

第２条 この方針に係る漁具又は漁法については、次のとおりとする。  

（１）刺し網（利根川以外における重ね式刺し網を除く。）  

（２）柴漬 

（３）おだ 

（４）せん（うけを含む。） 

（５）はえ縄 

 

（ 許 可 の 基 準 ） 

第３条 採捕の許可の基準は、次のとおりとする。  

（１）採捕の許可の対象となる採捕行為は次のとおりとする。  

  ア 漁業権の設定されていない区域で採捕する場合  

  イ 漁業権の設定されている区域において、漁業権の内容となっていない魚種につ

いて採捕する場合 

（２）採捕の許可をすることができる者及び採捕に従事する者は、千葉県内に主たる住

所地を有している者とする。ただし、次の者はこの限りでない。  

  ア 平成１６年７月３１日以前から引き続き当該採捕に従事する者  

イ 許可を受けた者が法人の場合、その採捕に従事する者  

（３）共同漁業権設定区域において（１）のイの採捕をする場合には、当該漁業権者の

同意を得た者でなければ、採捕の許可をすることができない。  

   ただし、当該区域における当該採捕の許可の有効期間の最終日が、平成１３年８

月１日以降である許可を有していた者（以下「実績者」という。）については、漁業

権者の同意書を必ずしも必要としない。 

 

（採捕する区域） 

第４条 採捕する区域は、前条（１）に規定する対象区域のうち、一河川湖沼（支派川

を含む。ただし、利根川については、本流及び一支派川ごととする。）ごととする。  

  ただし、この区域に包含される狭小区域の申請の場合は、この限りでない。  

 

（採捕する期間） 

第５条 採捕する期間は、周年とする。ただし、これよりも短期間の申請の場合は、こ

の限りでない。 

 

（許可の有効期間） 

第６条 採捕の許可の有効期間は、規則第３３条第５項の規定により３年とする。ただ

し、当該採捕の許可の有効期間が同一の期日に満了するよう定めるものとする。 

 

（ 許 可 の 申 請 ） 

第７条 採捕の許可を受けようとする者は、規則第３３条第３項の規定による申請書に

次の書類を添え知事に提出しなければならない。  

（１）印鑑証明書 
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（２）漁具の構造及び大きさを表す図面 

（３）漁業協同組合員の場合は、所属漁業協同組合代表理事組合長の副申書  

（４）用船の場合は、用船契約書又は船舶使用承諾書及び船舶所有者の印鑑証明書  

（５）法人の場合は、定款及び登記簿謄本 

（６）共同漁業権設定区域の場合は、当該漁業権者の同意書（実績者は、必ずしも必要

としない。） 

（７）適格性に関する申立書 

（８）第１０条で定める場合は、旧許可証又はその写し及び返納届  

（９）その他知事が必要と認める書類 

２ 採捕の許可を受けようとする者が複数の申請書をまとめて提出する場合は、前項

（１）の書類はまとめた申請書に１通をもって足りるものとする。  

３ 漁業協同組合が、水産事務所及び漁業資源課が管轄する区域ごとに、その区域内に

主たる住所地を有している組合員の申請書を取りまとめて提出する場合は、第１項

（２）、（３）及び（６）の書類は当該取りまとめた申請書ごとにそれぞれ１通をもっ

て足りるものとする。 

 

（ 条 件 ） 

第８条 採捕の許可に付する条件は、採捕の種類、採捕する区域及び期間のほか、次の

とおりとする。 

（１）漁具を固定して採捕する場合は、採捕中漁具の見やすいところに許可番号、住所

及び氏名（法人の場合は名称）を記入した標識（２０センチメートル四方以上）を

表示しなければならない。 

（２）せんにより採捕する場合は、（１）に定めるもののほか、使用することのできる漁

具は、１００個以内とするよう次の条件を加える。ただし、１００個未満とした申

請を許可する場合は、当該数量を上限とする。 

   採捕に使用することのできる漁具は、   個以内とする。 

（３）第５種共同漁業権設定区域内において採捕を行う者は、当該漁業権に基づき採捕

する者へ万全の注意を払い、その操業を妨げてはならない。  

（４）漁業調整上等の必要により、知事が指示した場合には直ちに採捕を中止し、知事

の指示に従わなければならない。 

（５）採捕終了後１月以内に採捕の結果を知事に報告しなければならない。  

 

（採捕結果報告書） 

第９条 前条（５）の採捕の結果の報告は別記様式によるものとする。  

 

（採捕の種類、採捕する区域及び期間の変更） 

第１０条 採捕の許可を受けた者が、採捕の種類、採捕する区域及び期間を変更しよう

とするときは、許可証を返納するとともに、再度許可を受けなければならない。  

 

（試験研究等の適用除外） 

第１１条 この方針は、規則第４８条の規定による試験研究等の許可（特別採捕許可）

に関する取扱いについては適用しない。 

 

 附  則 

１ この方針は、令和２年１２月１日から施行する。  

２ さし網、柴漬、おだ、せん及びはえなわによる採捕許可方針（昭和５２年７月８日

施行。以下「旧方針」という。）は、令和２年１１月３０日限りで廃止する。ただし、

旧方針第５条の規定は、その有効期間の満了の日までの間は、なおその効力を有する。  

３ 令和４年７月１日一部改正 

４ 令和７年●月●日一部改正 
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（別記様式） 

   ○○○○による採捕結果報告書（  年  月～  年  月） 

令和  年  月  日 

 

千葉県知事        様 

 

住  所 

氏  名               

               許可番号 第     号 

 

月 採捕日数（日） 採捕量（㎏） 主たる採捕物の種類 

 ８月    

 ９月    

１０月    

１１月    

１２月    

 １月    

 ２月    

 ３月    

 ４月    

 ５月    

 ６月    

 ７月    

合計    

 

（備考） 

この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

                          

21



刺
し
網
、
柴
漬
、
お
だ
、
せ
ん
及
び
は
え
縄
に
よ
る
採
捕
許
可
方
針
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
後
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
前

 

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
規
則
第
３
３
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
３
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
が
同
一
の
期
日
に
満
了
す
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す

る
。

 

 （
条

件
）

 

第
８
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
４
）
 
（
略
）

 

（
５
）
採
捕
終
了
後
１
月
以
内
に
採
捕
の
結
果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
前
条
（
４
）
の
採
捕
の
結
果
の
報
告
は
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

 

  （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
規
則
第
４
８
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
研
究
等
の
許
可
（
特
別
採
捕
許

可
）
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

 

  

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
令
和
７
年
７
月
３
１
日
ま
で
と
す
る
。

 

   （
条

件
）

 

第
８
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
４
）
 
（
略
）

 

（
新
設
）

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
中
の
採
捕
結
果
を
別
記
様
式
に
よ
り
、

許
可
の
有
効
期
間
終
了
後
１
箇
月
以
内
に
、
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
試
験
研
究
又
は
教
育
実
習
の
た
め
の
採
捕
許
可
に
関
す
る
取
扱
い
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
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張網、ふくろ網及び建干網による採捕許可方針（案） 

 

令和２年１１月２６日制定 

（ 趣 旨 ） 

第１条 千葉県内水面における水産動植物の採捕の許可（次条に掲げる漁具又は漁法に

限る。以下「採捕の許可」という。）に関する取扱いについては、千葉県漁業調整規則

（以下「規則」という。）の規定によるほか、この方針の定めるところによる。  

 

（漁具又は漁法） 

第２条 この方針に係る漁具又は漁法については、次のとおりとする。  

（１）張網 

（２）ふくろ網（掛ぶくろ網、地ごく網、かし木張網、落し網、長ぶくろ網、張切網    

及びこれらに類するものを含む。） 

（３）建干網（干し揚げ） 

 

（ 許 可 の 基 準 ） 

第３条 採捕の許可の基準は、次のとおりとする。  

（１）採捕の許可の対象となる採捕行為は次のとおりとする。  

  ア 漁業権の設定されていない区域で採捕する場合  

イ 漁業権の設定されている区域において、漁業権の内容となっていない魚種に 

ついて採捕する場合 

（２）採捕の許可をすることができる者及び採捕に従事する者は、千葉県内に主たる  

住所地を有している者とする。ただし、許可を受けた者が法人の場合、その採捕に

従事する者は、この限りでない。 

（３）共同漁業権設定区域において（１）のイの採捕をする場合には、当該漁業権者の

同意を得た者でなければ、採捕の許可をすることができない。  

   ただし、当該区域における当該採捕の許可の有効期間の最終日が、昭和５１年  

８月１日以降である許可を有していた者（以下「実績者」という。）については、   

漁業権者の同意書を必ずしも必要としない。  

 

（採捕する区域） 

第４条 採捕する区域は、前条（１）に規定する対象区域のうち、一河川湖沼（支派川

を含む。ただし、利根川については、本流及び一支派川ごととする。）ごととする。  

  ただし、この区域に包含される狭小区域の申請の場合は、この限りでない。  

 

（採捕する期間） 

第５条 採捕する期間は、周年とする。ただし、これよりも短期間の申請の場合は、   

この限りでない。 

 

（許可の有効期間） 

第６条 採捕の許可の有効期間は、規則第３３条第５項の規定により３年とする。ただ

し、当該採捕の許可の有効期間が同一の期日に満了するよう定めるものとする。 

 

（ 許 可 の 申 請 ） 

第７条 採捕の許可を受けようとする者は、規則第３３条第３項の規定による申請書に

次の書類を添え知事に提出しなければならない。  

（１）印鑑証明書 

（２）漁具の構造及び大きさを表す図面 

（３）漁業協同組合員の場合は、所属漁業協同組合代表理事組合長の副申書  
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（４）用船の場合は、用船契約書又は船舶使用承諾書及び船舶所有者の印鑑証明書  

（５）法人の場合は、定款及び登記簿謄本 

（６）共同漁業権設定区域の場合は、当該漁業権者の同意書（実績者は、必ずしも必要

としない。） 

（７）適格性に関する申立書 

（８）第１０条で定める場合は、旧許可証又はその写し及び返納届  

（９）その他知事が必要と認める書類 

２ 採捕の許可を受けようとする者が複数の申請書をまとめて提出する場合は、前項

（１）の書類はまとめた申請書に１通をもって足りるものとする。  

３ 漁業協同組合が、水産事務所及び漁業資源課が管轄する区域ごとに、その区域内に

主たる住所地を有している組合員の申請書を取りまとめて提出する場合は、第１項

（２）、（３）及び（６）の書類は当該取りまとめた申請書ごとにそれぞれ１通を    

もって足りるものとする。 

 

（ 条 件 ） 

第８条 採捕の許可に付する条件は、採捕の種類、採捕する区域及び期間のほか、次の

とおりとする。 

（１）採捕中漁具の見やすいところに許可番号、住所及び氏名（法人の場合は名称）を

記入した標識（２０センチメートル四方以上）を表示しなければならない。  

（２）利根川本支派川において張網及びふくろ網により採捕する場合は、（１）に定める

もののほか、使用することのできる漁具は、３０統以内とするよう次の条件を   

加える。ただし、３０統未満とした申請を許可する場合は、当該数量を上限とする。  

  採捕に使用することのできる漁具は、  統以内とする。 

（３）利根川本支派川以外の区域において張網及びふくろ網により採捕する場合は、（１）

に定めるもののほか、使用することのできる漁具は、１０統以内とするよう次の条

件を加える。ただし、１０統未満とした申請を許可する場合は、当該数量を上限と

する。 

  採捕に使用することのできる漁具は、  統以内とする。 

（４）第５種共同漁業権設定区域内において採捕を行う者は、当該漁業権に基づき採捕

する者へ万全の注意を払い、その操業を妨げてはならない。  

（５）漁業調整上等の必要により、知事が指示した場合には直ちに採捕を中止し、知事

の指示に従わなければならない。 

（６）採捕終了後１月以内に採捕の結果を知事に報告しなければならない。  

 

（採捕結果報告書） 

第９条 前条（６）の採捕の結果の報告は別記様式によるものとする。  

 

（採捕の種類、採捕する区域及び期間の変更） 

第１０条 採捕の許可を受けた者が、採捕の種類、採捕する区域及び期間を変更しよう

とするときは、許可証を返納するとともに、再度許可を受けなければならない。  

 

（試験研究等の適用除外） 

第１１条 この方針は、規則第４８条の規定による試験研究等の許可（特別採捕許可）

に関する取扱いについては適用しない。 

 

 附  則 

１ この方針は、令和２年１２月１日から施行する。  

２ 張網、ふくろ網及び建干網による採捕許可方針（昭和５２年７月８日施行。以下  

「旧方針」という。）は、令和２年１１月３０日限りで廃止する。ただし、旧方針    

第５条の規定は、その有効期間の満了の日までの間は、なおその効力を有する。  
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３ 令和４年７月１日一部改正 

４ 令和７年●月●日一部改正 
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（別記様式） 

○○○○による採捕結果報告書（  年  月～  年  月） 

令和  年  月  日 

 

千葉県知事        様 

 

住  所 

氏  名               

               許可番号 第     号 

 

月 採捕日数（日） 採捕量（㎏） 主たる採捕物の種類 

 ８月    

 ９月    

１０月    

１１月    

１２月    

 １月    

 ２月    

 ３月    

 ４月    

 ５月    

 ６月    

 ７月    

合計    

 

（備考） 

この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
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張
網
、
ふ
く
ろ
網
及
び
建
干
網
に
よ
る
採
捕
許
可
方
針
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
後
 

改
 
 
 
 
 
正
 
 
 
 
 
前

 

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
規
則
第
３
３
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
３
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
が
同
一
の
期
日
に
満
了
す
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す

る
。

 

 （
条

件
）

 

第
８
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
５
）
 
（
略
）

 

（
６
）
採
捕
終
了
後
１
月
以
内
に
採
捕
の
結
果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
前
条
（
６
）
の
採
捕
の
結
果
の
報
告
は
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

 

  （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
規
則
第
４
８
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
研
究
等
の
許
可
（
特
別
採
捕
許

可
）
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

 

 （
許
可
の
有
効
期
間
）

 

第
６
条
 
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
令
和
７
年
７
月
３
１
日
ま
で
と
す
る
。

 

   （
条

件
）

 

第
８
条
 
（
略
）

 

（
１
）
～
（
５
）
 
（
略
）

 

（
新
設
）

 

 （
採
捕
結
果
報
告
書
）

 

第
９
条
 
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
中
の
採
捕
結
果
を
別
記
様
式
に
よ
り
、

許
可
の
有
効
期
間
終
了
後
１
箇
月
以
内
に
、
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 （
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外
）

 

第
１
１
条
 
こ
の
方
針
は
、
試
験
研
究
又
は
教
育
実
習
の
た
め
の
採
捕
許
可
に
関
す
る
取
扱
い
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
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水
産
動
植
物
の
採
捕
の
許
可
件
数
一
覧

各
年
４
月
１
日
現
在

銚
子
管
内

館
山
管
内

勝
浦
管
内

漁
業
資
源
課
管
内

四
手
網

1
1

7
7

7
5

1
3

3
1

2
0

0

か
ぶ
せ
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

投
網

2
7
9

3
1
1

3
6
4

3
3
7

2
4
7

3
0
0

1
6
6

1
3
2

1
1

8
8

1
3

2
0

す
く
い
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

う
な
ぎ
鎌

6
3

6
0

5
2

4
2

3
5

3
3

2
8

2
8

2
8

0
0

0

地
び
き
網

8
2

6
6

1
4

1
4

1
4

6
0

6
0

0

刺
し
網

1
9
8

2
2
9

2
2
0

1
6
2

1
2
4

9
2

6
7

6
6

2
5

1
3

1
9

9

柴
漬

3
8

3
6

3
2

2
0

1
7

1
5

1
5

1
9

7
1

7
4

お
だ

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

せ
ん

1
5
2

1
7
7

3
4
3

3
4
7

4
7
6

4
4
5

3
4
2

3
2
6

8
4

1
1
7

5
4

7
1

は
え
縄

8
0

9
0

7
7

7
0

6
2

4
6

3
6

3
4

1
3

1
2

7
2

張
網

2
2

2
0

2
2

1
5

1
0

8
5

5
4

0
0

1

ふ
く
ろ
網

8
0

5
8

6
4

5
8

5
2

4
7

4
5

4
5

2
2

1
1

6
6

建
干
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

9
3
1

9
9
0

1
,1
8
7

1
,0
6
4

1
,0
4
2

1
,0
0
1

7
2
1

6
6
4

1
9
5

2
5
0

1
0
6

1
1
3

令
和
７
年

平
成
３
１
年

令
和
４
年

漁
具
・
漁
法

平
成
１
６
年

平
成
１
９
年

平
成
２
２
年

平
成
２
５
年

平
成
２
８
年

28



内
水
面
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
結
果
に
つ
い
て

〔
Ａ
〕

〔
Ｂ
〕

〔
Ｃ
〕

〔
C
/
B
〕

〔
B
/
A
〕

〔
C
/
A
〕

〔
Ａ
〕

〔
Ｂ
〕

〔
Ｃ
〕

〔
C
/
B
〕

〔
B
/
A
〕

〔
C
/
A
〕

〔
Ａ
〕

〔
Ｂ
〕

〔
Ｃ
〕

〔
C
/
B
〕

〔
B
/
A
〕

〔
C
/
A
〕

四
手
網

2
5
0

1
7

0
2
5

8
2

4
3

2
0

0
2
2

1
0

2
6
1

2
7

0
3
1

1
4

か
ぶ
せ
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

投
網

8
8
6

8
1

1
1
1

1
0

7
9
1

9
2

1
1
3

1
3

1
3

1
2
5

1
5
0

1
1
0

1
2

す
く
い
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

う
な
ぎ
鎌

2
4

8
2

2
4

1
4

9
2

4
9

1
4

1
0

3
4

1
0

地
び
き
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

さ
し
網

5
6
2

6
2

1
1
2

1
2

5
1
1
0

8
0

1
2
2

1
6

4
7
1

8
7

1
1
8

2
2

柴
漬

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

お
だ

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

せ
ん

8
0

1
,4
5
1

7
0
6

0
1
8

9
7
2

1
,3
9
9

9
1
0

1
1
9

1
3

8
4

1
,1
9
6

8
4
3

1
1
4

1
0

は
え
な
わ

6
4
6

2
6

1
8

4
4

4
0

2
7

1
1
0

7
6

4
5

2
4

1
8

4

張
網

0
0

0
0

0
0

1
2
5

2
6

1
2
5

2
6

1
2
2

2
8

1
2
2

2
8

ふ
く
ろ
網

7
1
5
8

4
8
3

3
2
3

6
9

8
2
0
1

5
5
5

3
2
5

6
9

1
4

2
5
8

5
1
0

2
1
8

3
6

建
干
網

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

計
1
1
0

1
,8
5
7

1
,3
8
3

1
1
7

1
3

1
0
0

1
,9
1
3

1
,7
1
9

1
1
9

1
7

1
2
5

1
,7
8
2

1
,6
7
9

1
1
4

1
3

※
採
捕
件
数
：
1
日
以
上
採
捕
行
為
を
行
っ
た
件
数
。

＜
主
な
採
捕
物
＞

四
手
網

：
-

柴
漬

：
-

投
網

：
ス
ズ
キ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ハ
ゼ
、
ボ
ラ
、
コ
イ
、
フ
ナ

せ
ん

：
ウ
ナ
ギ
、
ハ
ゼ
、
モ
ツ
ゴ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ

う
な
ぎ
鎌

：
ウ
ナ
ギ

は
え
な
わ

：
ウ
ナ
ギ
、
ナ
マ
ズ

地
び
き
網

：
－

張
網

：
コ
イ
、
フ
ナ

さ
し
網

：
ズ
ズ
キ
、
ボ
ラ
、
コ
イ

ふ
く
ろ
網

：
ウ
ナ
ギ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
コ
イ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

漁
具
・
漁
法

採
捕

件
数
※

（
件
）

総
採
捕

日
数

（
日
）

総
採
捕

量 （
kg
）

許
可
1
件
あ
た
り

採
捕

日
数

（
日
）

採
捕
量

（
kg
）

総
採
捕

量 （
kg
）

総
採
捕

日
数

（
日
）

採
捕

件
数
※

（
件
）

採
捕

日
数

（
日
）

採
捕
量

（
kg
）

許
可
1
件
あ
た
り

1
日
あ
た
り

の
採
捕
量

（
kg
）

1
日
あ
た
り

の
採
捕
量

（
kg
）

令
和
元
年
8
月
1
日
～
令
和
2
年
7
月
3
1
日

令
和
2
年
8
月
1
日
～
令
和
3
年
7
月
3
1
日

令
和
3
年
8
月
1
日
～
令
和
4
年
7
月
3
1
日

採
捕

件
数
※

（
件
）

総
採
捕

日
数

（
日
）

総
採
捕

量 （
kg
）

許
可
1
件
あ
た
り

採
捕

日
数

（
日
）

採
捕
量

（
kg
）

1
日
あ
た
り

の
採
捕
量

（
kg
）
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（１）四手網 （２）かぶせ網

（３）投網 （４）すくい網

うなぎ鎌 地びき網

内水面水産動植物の採捕許可方針と漁具

うなぎ鎌による採捕許可方針 地びき網による採捕許可方針

内水面水産動植物採捕許可方針
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刺し網
柴漬

おだ

せん

はえ縄

ふくろ網

張網 建干網

刺し網、柴漬、おだ、せん及びはえ縄による採捕許可方針

張網、ふくろ網及び建干網による採捕

許可方針
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第３号議案 

 

 

千葉県内水面漁場管理委員会の所管する事務に係る行政手続

等における情報通信の技術の利用に関する規程の一部改正に

ついて 

 

このことについて、別添（案）のとおり定めることについて審議    

されたい。 

 

 

令和７年６月２５日 

会長 立岡 大助 
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千 葉 県 報 原 稿 用 紙  

 千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 所 管 す る 事 務 に 係 る 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術

の 利 用 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を 次 の よ う に 定 め る □  

  令 和 七 年  月   日  

             千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 会 長   立  岡   大  助    

千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 告 示 第    号  

   千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 所 管 す る 事 務 に 係 る 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の

技 術 の 利 用 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 告 示  

 千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 所 管 す る 事 務 に 係 る 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術

の 利 用 に 関 す る 規 程 □ 平 成 十 八 年 千 葉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 告 示 第 一 号 □ の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る □  

 第 二 条 第 一 項 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る □  

 一  電 子 署 名  次 に 掲 げ る も の を い う □  

  イ  電 子 署 名 及 び 認 証 業 務 に 関 す る 法 律 □ 平 成 十 二 年 法 律 第 百 二 号 □ 第 二 条 第 一 項 に

規 定 す る 電 子 署 名  

  ロ  政 府 認 証 基 盤 □ 行 政 機 関 の 長 そ の 他 の 国 家 公 務 員 の 職 を 証 明 す る こ と そ の 他 政 府

が 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 手 続 を 行 い □ 又 は 行 わ せ る た め に 運 営 す る も の を い

う □ □ の 官 職 証 明 書 に 基 づ く 電 子 署 名  

  ハ  地 方 公 共 団 体 組 織 認 証 基 盤 □ 行 政 機 関 の 長 そ の 他 の 地 方 公 務 員 の 職 を 証 明 す る こ

と そ の 他 地 方 公 共 団 体 が 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 手 続 を 行 い □ 又 は 行 わ せ る た

め に 運 営 す る も の を い う □ □ の 職 責 証 明 書 に 基 づ く 電 子 署 名  

 第 五 条 第 二 項 中 □ に よ り 処 分 通 知 等 □ の 下 に □ □ 当 該 処 分 通 知 等 を 書 面 等 に よ り 行 う と

き に 押 印 を 要 す る こ と と さ れ て い る も の そ の 他 の 当 該 処 分 通 知 等 の 性 質 等 か ら 電 子 署 名 を

要 す る も の と 認 め ら れ る も の に 限 る □ □ □ を 加 え □ □ 当 該 電 子 署 名 に 係 る 電 子 証 明 書 と 併

せ て 前 項 □ を □ そ の 情 報 を 同 項 □ に 改 め □ 同 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る □  

  た だ し □ 委 員 会 の 定 め る 方 法 に よ り 当 該 処 分 通 知 等 に 係 る 事 項 に 係 る 情 報 が 記 録 さ れ

た 電 磁 的 記 録 の 真 正 な 成 立 を 確 認 す る た め の 措 置 を 講 ず る 場 合 は □ こ の 限 り で な い □  

 第 五 条 第 三 項 中 □ 電 子 署 名 □ の 下 に □ 及 び 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 措 置 □ を 加 え る □  

 第 七 条 第 一 項 中 □ 磁 気 デ □ ス ク □ こ れ に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て

お く こ と が で き る 物 を 含 む □ を □ 電 磁 的 記 録 媒 体 □ 電 磁 的 記 録 に 係 る 記 録 媒 体 を い う □ に

改 め □ 同 項 に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る □  

  こ の 場 合 に お い て □ 当 該 作 成 等 は □ ク ラ ウ ド ・ コ ン ピ □ □ テ □ ン グ ・ サ □ ビ ス 関 連 技

術 □ 官 民 デ □ タ 活 用 推 進 基 本 法 □ 平 成 二 十 八 年 法 律 第 百 三 号 □ 第 二 条 第 四 項 に 規 定 す る

ク ラ ウ ド ・ コ ン ピ □ □ テ □ ン グ ・ サ □ ビ ス 関 連 技 術 を い う □ □ そ の 他 の 情 報 通 信 技 術 の

進 展 の 状 況 を 踏 ま え た 適 切 な 方 法 に よ る も の と す る □  

   附  則  

 こ の 告 示 は □ 令 和 七 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る □  
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新
旧
対
照
表 

○
千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
程 

 

新 

旧 
千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
程 

千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
程 

平
成
十
八
年
三
月
七
日

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

平
成
十
八
年
三
月
七
日

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

改
正 

平
成
二
七
年
一
〇
月
三
〇
日
内
水
面

漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号 

 
 

 
 

改
正 

平
成
二
七
年
一
〇
月
三
〇
日
内
水
面

漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号 

 
 

 

千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
程 

千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
程 

□
趣
旨
□ 

□
趣
旨
□ 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
□
他
の
法
令
又
は
条
例
若
し
く
は
規
程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合

を
除
く
ほ
か
□
千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
□
以
下
□
委
員
会
□
と
い
う
□
□
の
所

管
す
る
事
務
に
係
る
手
続
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通

信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
□
又
は
行
う
場
合
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
と
す
る
□ 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
□
他
の
法
令
又
は
条
例
若
し
く
は
規
程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合

を
除
く
ほ
か
□
千
葉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
□
以
下
□
委
員
会
□
と
い
う
□
□
の
所

管
す
る
事
務
に
係
る
手
続
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通

信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
□
又
は
行
う
場
合
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
と
す
る
□ 

□
定
義
□ 

□
定
義
□ 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
□
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
□ 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
□
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
□ 

一 

電
子
署
名 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
□ 

 

イ 

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
□
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名 

 

ロ 

政
府
認
証
基
盤
□
行
政
機
関
の
長
そ
の
他
の
国
家
公
務
員
の
職
を
証
明
す
る
こ
と

そ
の
他
政
府
が
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
手
続
を
行
い
□
又
は
行
わ
せ
る
た

め
に
運
営
す
る
も
の
を
い
う
□
□
の
官
職
証
明
書
に
基
づ
く
電
子
署
名 

 

ハ 

地
方
公
共
団
体
組
織
認
証
基
盤
□
行
政
機
関
の
長
そ
の
他
の
地
方
公
務
員
の
職
を

証
明
す
る
こ
と
そ
の
他
地
方
公
共
団
体
が
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
手
続
を

行
い
□
又
は
行
わ
せ
る
た
め
に
運
営
す
る
も
の
を
い
う
□
□
の
職
責
証
明
書
に
基
づ

く
電
子
署
名 

一 

電
子
署
名 

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二

号
□
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
□ 

二 

電
子
証
明
書 

申
請
等
を
行
う
者
又
は
委
員
会
が
電
子
署
名
を
行
□
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
事
項
が
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
□ 

二 

電
子
証
明
書 

申
請
等
を
行
う
者
又
は
委
員
会
が
電
子
署
名
を
行
□
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
事
項
が
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
□ 
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新 

旧 
２ 
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
□
こ
の
規
程
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
□
千
葉
県
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
□
平
成
十
七
年
千
葉
県
条

例
第
百
二
号
□
以
下
□
条
例
□
と
い
う
□
□
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
□ 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
□
こ
の
規
程
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
□
千
葉
県
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
□
平
成
十
七
年
千
葉
県
条

例
第
百
二
号
□
以
下
□
条
例
□
と
い
う
□
□
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
□ 

□
適
用
範
囲
□ 

□
適
用
範
囲
□ 

第
三
条 

こ
の
規
程
は
□
委
員
会
が
別
に
定
め
る
手
続
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
□ 

第
三
条 

こ
の
規
程
は
□
委
員
会
が
別
に
定
め
る
手
続
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
□ 

□
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
□ 

□
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
□ 

第
四
条 

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
請
等
を

行
う
者
は
□
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
項
そ
の
他
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□

当
該
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
□
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
能

を
有
す
る
も
の
か
ら
入
力
し
て
□
申
請
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

第
四
条 

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
請
等
を

行
う
者
は
□
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
項
そ
の
他
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□

当
該
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
□
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
能

を
有
す
る
も
の
か
ら
入
力
し
て
□
申
請
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

一 

委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
□
イ
ル
に
記
録
す
る
機
能 

一 

委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
□
イ
ル
に
記
録
す
る
機
能 

二 

委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
通
信
す
る
機
能 

二 

委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
通
信
す
る
機
能 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
□
入
力
す
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
電

子
署
名
を
行
い
□
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
□
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
か
ら
認
証
で
き
る
も
の
に
限
る
□
次
項
に
お
い
て
同
じ
□
□
で
あ
□
て
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
併
せ
て
こ
れ
を
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
□
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
委
員
会
の
定
め
る
方
法

に
よ
り
当
該
申
請
等
を
行
□
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
は
□
こ
の
限

り
で
な
い
□ 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
□
入
力
す
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
電

子
署
名
を
行
い
□
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
□
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
か
ら
認
証
で
き
る
も
の
に
限
る
□
次
項
に
お
い
て
同
じ
□
□
で
あ
□
て
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
併
せ
て
こ
れ
を
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
□
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
委
員
会
の
定
め
る
方
法

に
よ
り
当
該
申
請
等
を
行
□
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
は
□
こ
の
限

り
で
な
い
□ 

一 

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
□
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
□
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
署
名
用
電
子
証

明
書 

一 

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
□
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
□
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
署
名
用
電
子
証

明
書 

二 

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
八
条
に
規
定
す
る
認
定
認
証
事
業
者
が

作
成
し
た
電
子
証
明
書
□
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
□
平
成

十
三
年
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
□
第
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電

子
証
明
書
を
い
う
□
□ 

二 

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
八
条
に
規
定
す
る
認
定
認
証
事
業
者
が

作
成
し
た
電
子
証
明
書
□
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
□
平
成

十
三
年
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
□
第
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電

子
証
明
書
を
い
う
□
□ 

三 

商
業
登
記
法
□
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
□
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
官
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書 

三 
商
業
登
記
法
□
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
□
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
官
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
□
委
員
会
が
定
め
る
電
子
証
明
書 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
□
委
員
会
が
定
め
る
電
子
証
明
書 

３ 

条
例
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
□
て
規

則
等
で
定
め
る
も
の
は
□
電
子
署
名
□
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
で
あ
□
て
前

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
併
せ
て
前
項
本
文
に
規
定
す
る
フ
□
イ
ル
に
記

３ 

条
例
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
□
て
規

則
等
で
定
め
る
も
の
は
□
電
子
署
名
□
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
で
あ
□
て
前

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
併
せ
て
前
項
本
文
に
規
定
す
る
フ
□
イ
ル
に
記
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新 

旧 
録
さ
れ
る
も
の
に
限
る
□
□
及
び
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
と
す
る
□ 

録
さ
れ
る
も
の
に
限
る
□
□
及
び
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
と
す
る
□ 

４ 
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
当

該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面

等
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
当
該
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
□
て

同
項
各
号
に
掲
げ
る
機
能
を
有
す
る
も
の
か
ら
入
力
し
□
又
は
当
該
書
面
等
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

４ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
当

該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面

等
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
当
該
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
□
て

同
項
各
号
に
掲
げ
る
機
能
を
有
す
る
も
の
か
ら
入
力
し
□
又
は
当
該
書
面
等
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

５ 

委
員
会
は
□
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
が
行
わ
れ
る
と
き
は
□
当
該
申
請
等
を
書

面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
に
つ
い
て
□

委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
当
該
書
面
等
の
提
出
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
□

５ 

委
員
会
は
□
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
等
が
行
わ
れ
る
と
き
は
□
当
該
申
請
等
を
書

面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
に
つ
い
て
□

委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
当
該
書
面
等
の
提
出
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
□

６ 

条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
書
面
等
以
外
の
有
体
物
の
提
出
を
要
す
る
申
請
等
を
行
う
者

が
第
一
項
の
申
請
等
を
行
う
と
き
は
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
当
該
書
面
等

以
外
の
有
体
物
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

６ 

条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
書
面
等
以
外
の
有
体
物
の
提
出
を
要
す
る
申
請
等
を
行
う
者

が
第
一
項
の
申
請
等
を
行
う
と
き
は
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
当
該
書
面
等

以
外
の
有
体
物
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

７ 

条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
同
一
内
容
の
書
面
等
を
数
通
必
要
と
す
る
申
請
等
を
行
う
者

が
□
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
面
等
の
う
ち
一
通
に
記
載
す
べ
き
事
項

を
入
力
し
た
場
合
は
□
そ
の
他
の
同
一
内
容
の
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
入
力
が
な

さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
□ 

７ 

条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
同
一
内
容
の
書
面
等
を
数
通
必
要
と
す
る
申
請
等
を
行
う
者

が
□
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
面
等
の
う
ち
一
通
に
記
載
す
べ
き
事
項

を
入
力
し
た
場
合
は
□
そ
の
他
の
同
一
内
容
の
書
面
等
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
入
力
が
な

さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
□ 

□
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
□ 

□
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
□ 

第
五
条 

委
員
会
は
□
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
□
当
該
処
分
通
知
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載

す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
委
員
会
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
□
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

第
五
条 

委
員
会
は
□
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
処
分
通
知
等
を
行
う
と
き
は
□
当
該
処
分
通
知
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
記
載

す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
□
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
委
員
会
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
□
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

委
員
会
は
□
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
通
知
等
□
当
該
処
分
通
知
等
を
書
面
等
に
よ
り

行
う
と
き
に
押
印
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
そ
の
他
の
当
該
処
分
通
知
等
の
性

質
等
か
ら
電
子
署
名
を
要
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
□
□
を
行
う
場
合
は
□

当
該
処
分
通
知
等
に
係
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
電
子
署
名
を
行
い
□
そ
の
情
報
を

同
項
に
規
定
す
る
フ
□
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
委
員
会
の
定
め

る
方
法
に
よ
り
当
該
処
分
通
知
等
に
係
る
事
項
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録

の
真
正
な
成
立
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
は
□
こ
の
限
り
で
な
い
□ 

２ 

委
員
会
は
□
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
通
知
等
を
行
う
場
合
は
□
当
該
処
分
通
知
等
に

係
る
事
項
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
電
子
署
名
を
行
い
□
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明

書
と
併
せ
て
前
項
に
規
定
す
る
フ
□
イ
ル
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

３ 

条
例
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
□
て
規

則
等
で
定
め
る
も
の
は
□
電
子
署
名
及
び
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
措
置
と
す
る
□ 

３ 

条
例
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
□
て
規

則
等
で
定
め
る
も
の
は
□
電
子
署
名
と
す
る
□ 

□
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
□ 

□
電
磁
的
記
録
に
よ
る
縦
覧
等
□ 

第
六
条 

委
員
会
は
□
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

る
事
項
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
縦
覧
等
を
行
う
と
き
は
□
当
該
事
項
を
イ
ン

第
六
条 

委
員
会
は
□
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

る
事
項
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
縦
覧
等
を
行
う
と
き
は
□
当
該
事
項
を
イ
ン
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新 

旧 
タ
□
ネ
□
ト
を
利
用
す
る
方
法
□
委
員
会
の
事
務
所
に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
の
映
像
面

に
表
示
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
よ
る

方
法
に
よ
り
縦
覧
等
を
行
う
も
の
と
す
る
□ 

タ
□
ネ
□
ト
を
利
用
す
る
方
法
□
委
員
会
の
事
務
所
に
備
え
置
く
電
子
計
算
機
の
映
像
面

に
表
示
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
に
よ
る

方
法
に
よ
り
縦
覧
等
を
行
う
も
の
と
す
る
□ 

□
電
磁
的
記
録
に
よ
る
作
成
等
□ 

□
電
磁
的
記
録
に
よ
る
作
成
等
□ 

第
七
条 

委
員
会
は
□
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録
の
作
成
等
を
行
う

と
き
は
□
当
該
作
成
等
に
係
る
事
項
を
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ

た
フ
□
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
□
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体

を
い
う
□
□
を
も
□
て
調
製
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□

当
該
作
成
等
は
□
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
□
□
テ
□
ン
グ
・
サ
□
ビ
ス
関
連
技
術
□
官
民
デ

□
タ
活
用
推
進
基
本
法
□
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
三
号
□
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
□
□
テ
□
ン
グ
・
サ
□
ビ
ス
関
連
技
術
を
い
う
□
□
そ
の
他
の
情
報

通
信
技
術
の
進
展
の
状
況
を
踏
ま
え
た
適
切
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
□ 

第
七
条 

委
員
会
は
□
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録
の
作
成
等
を
行
う

と
き
は
□
当
該
作
成
等
に
係
る
事
項
を
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ

た
フ
□
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又
は
磁
気
デ
□
ス
ク
□
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定

の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
□
□
を
も
□
て
調
製
す
る
方

法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
□ 

２ 

条
例
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
□
て
規

則
等
で
定
め
る
も
の
は
□
電
子
署
名
と
す
る
□ 

２ 

条
例
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
□
て
規

則
等
で
定
め
る
も
の
は
□
電
子
署
名
と
す
る
□ 

□
そ
の
他
の
手
続
等
へ
の
準
用
□ 

□
そ
の
他
の
手
続
等
へ
の
準
用
□ 

第
八
条 

委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
手
続
等
で
あ
□
て
条
例
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま

で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
以
外
の
手
続
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
□
又
は
行
う
場
合
に
つ

い
て
は
□
他
の
法
令
又
は
条
例
若
し
く
は
規
程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
□

条
例
及
び
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
□ 

第
八
条 

委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
手
続
等
で
あ
□
て
条
例
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま

で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
以
外
の
手
続
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
□
又
は
行
う
場
合
に
つ

い
て
は
□
他
の
法
令
又
は
条
例
若
し
く
は
規
程
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
□

条
例
及
び
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
□ 

□
委
任
□ 

□
委
任
□ 

第
九
条 

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
□
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
手
続
等
を

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に

よ
り
行
わ
せ
□
又
は
行
う
場
合
に
必
要
な
事
項
は
□
委
員
会
が
別
に
定
め
る
□ 

第
九
条 

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
□
委
員
会
の
所
管
す
る
事
務
に
係
る
手
続
等
を

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に

よ
り
行
わ
せ
□
又
は
行
う
場
合
に
必
要
な
事
項
は
□
委
員
会
が
別
に
定
め
る
□ 

附 

則 

附 

則 

こ
の
告
示
は
□
平
成
十
八
年
三
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
□ 
こ
の
告
示
は
□
平
成
十
八
年
三
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

附 

則
□
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号
□ 

附 

則
□
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号
□ 

こ
の
告
示
は
□
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 
 

附 

則 

こ
の
告
示
は
□
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

こ
の
告
示
は
□
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 
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第４号議案 

 

 

令和７年度全国内水面漁場管理委員会連合会東日本ブロック

協議会について 

 

このことについて、別添（案）の内容について審議されたい。 

 

 

令和７年６月２５日 

会長 立岡 大助 
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令和７年度全国内水面漁場管理委員会連合会 

東日本ブロック協議会の開催について（案） 

 

１ 会議の趣旨 

  全国内水面漁場管理委員会連合会では国内を３ブロック（東日本、中日本、

西日本）に区分し、各ブロック内で各県持ち回りのもと毎年度協議会を開催

しており、本年度の東日本ブロックは千葉県が当番県（幹事県）となってい

る。（R7 年 5 月 30 日開催の全国内水面漁場管理委員会連合会通常総会での決定） 
会議は内水面漁場に係る総合的利用のあり方及び直面する諸課題等につい

て情報交換と解決方策等を協議・検討するとともに、会員相互の連携を密  

にすることを目的としている。 
 

２ 主催者      全国内水面漁場管理委員会連合会（東日本ブロック） 

 

３ 幹事県（開催県） 千葉県 

 

４ 開催日      令和７年１０月２８日（火）～２９日（水） 

 

５ 参集範囲 

   北海道～神奈川県の１３都道県の漁場管理委員及び事務局職員 

 計５０名程度 

    北海道、青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県、栃木県、群馬県、 

茨城県、東京都、千葉県、神奈川県 （埼玉県除く） 

 

６ 来賓（現在、調整中） 

   水産庁（資源管理部管理調整課） 

千葉県（農林水産部水産局長） 
  

７ 会場 

１日目：ブロック会議〈 千葉市内「京成ホテルミラマーレ」 〉 
２日目：バスによる視察（印旛沼方面） 

 

８ 千葉県内水面漁場管理委員会の対応 

   全員に出席を依頼（情報交換会、視察については希望者） 
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９ 協議会の概要 

１日目 会 議 【14：30～】 

 （１）議事項目（例年） 
    ①次年度中央省庁に対する提案項目案について 
    ②ブロック内照会・協議事項について 
    ③次回開催県について（秋田県） 

（２）講演 
①行政トピックス 

講師：水産庁行政官 

内容：（外来魚対策など現在調整中） 

②増殖関連の話題提供 

講師：水産研究・教育機構 水産技術研究所 中村智幸 主任研究員 

内容：経費負担を抑えた効果的な増殖手法について（現在調整中） 

（３）情報交換会 【18：00 頃～】「京成ホテルミラマーレ内」 
[県産水産物の提供] 

①ホンモロコ：手賀沼漁協産 

②木更津おかそだちサーモン：FRD ジャパン 

 

２日目 視察（現在、詳細を調整中） 

 

8：00 頃       集合場所 発 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐倉ふるさと広場（植生帯整備護岸 視察） 

 

（バスにて移動） 

内水面水産研究所（講演、施設見学）    

印旛沼漁業協同組合 

（昼食） 

JR 千葉駅周辺にて解散（予定） 14：00～30 頃  

 

9：30 頃 ～ 

10：45頃 ～ 

11：45 頃 ～ 
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